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雲
林
寺

年
頭
の
御
挨
拶

謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
皆
様
の
ご
繁
栄
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

「
拈
華
微
笑
」
（
ね
ん
げ
み
し
ょ
う
）

と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
釈
迦
が
弟
子
た
ち
に

仏
法
を
説
い
た
時
、
金
の
蓮
を
つ
ま
ん
で
見
せ
る

と
摩
訶
迦
葉
（
ま
か
か
し
ょ
う
）
だ
け
が
そ
の
意

味
を
悟
り
微
笑
ん
だ
。
そ
れ
を
み
た
釈
迦
は
彼
だ

け
仏
法
の
心
理
を
授
け
た
。
父
が
座
る
と
母
が

黙
っ
て
お
茶
を
入
れ
る
。
そ
ん
な
関
係
を
「
拈
華

微
笑
の
仲
」
と
も
い
う
ら
し
い
で
す
。

日
常
生
活
を
振
り
返
っ
て
ふ
と
思
う
。
何
か
を

普
及
さ
せ
た
り
言
い
伝
え
る
に
は
、
体
得
し
模
範

を
示
す
努
力
が
必
要
。
感
じ
取
っ
た
り
気
が
付
く

に
は
洞
察
力
と
先
入
観
の
な
い
広
い
心
も
必
要
。

い
ず
れ
も
欠
け
れ
ば
や
が
て
は
さ
さ
く
れ
立
っ

て
き
て
し
ま
う
。
そ
こ
へ
き
て
道
徳
を
悟
り
ま
っ

と
う
に
整
え
よ
う
と
し
て
も
か
え
っ
て
場
を
荒
げ

る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
。
相
手
を
知
り
理
解

す
る
と
い
う
こ
と
は
「
理
解
さ
せ
る
」
で
も
な
く
、

「
理
解
す
る
」
で
も
な
く
た
だ
協
調
の
意
識
の
う

ち
に
あ
る
よ
う
で
す
。
誰
に
対
し
て
も
、
そ
し
て

お
互
い
に
「
拈
華
微
笑
」
を
意
識
で
き
れ
ば
事
は

い
ろ
い
ろ
と
円
滑
に
な
る
で
し
ょ
う
。

住
職

轟

紀
久

大本山總持寺二祖峨山韶碩禅師650回大遠忌参拝 平成27年10月30日

訃
報

当
山
護
持
会
長
、
萩
原
昭
朗
様
が
昨
年
十
二
月
十

九
日
永
眠
さ
れ
ま
し
た
。(

享
年
八
十
四
歳)

平
成

十
三
年
一
月
よ
り
当
山
責
任
役
員
に
就
任
し
て
頂
き

ま
し
た
。

こ
こ
に
生
前
の
ご
厚
誼
に
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す

と
と
も
に
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。
つ

き
ま
し
て
は
葬
儀
告
別
式
（
萩
原
家
と
長
野
原
町
の

合
同
葬
）
を
左
記
日
程
に
て
執
り
行
い
ま
す
の
で
合

わ
せ
て
お
知
ら
せ
申
し
上
げ
ま
す
。

記

告
別
式

一
月
十
六
日
㈯

午
後
一
時
よ
り

場
所

若
人
の
館
（
町
営
体
育
館
）

喪
主

萩
原
宗
仁
（
長
男
）
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①
八
月
五
日
、
天
明
の
供
養
祭
が
ご
ざ

い
ま
し
た
。
当
山
参
道
に
は
、
天
明
三
年

（
一
七
八
三
年
）
浅
間
山
大
噴
火
で
亡
く

な
っ
た
方
の
供
養
碑
と
死
者
を
弔
う
地
蔵

が
あ
り
ま
す
。
天
明
三
年
の
浅
間
山
噴
火

は
同
年
五
月
八
日
～
八
月
四
日
に
大
噴
火
、

火
砕
流
が
発
生
し
、
八
月
五
日
午
前
一
〇

時
頃
土
石
流
に
よ
る
大
災
害
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
長
野
原
の
地
は
二
一
〇
名
の
犠

牲
者
を
出
し
ま
し
た
。
旧
鎌
原
村
四
八
三

名
に
次
ぐ
被
害
で
す
。
毎
年
、
多
く
の
犠

牲
者
を
出
し
た
八
月
五
日
に
供
養
を
し
て

お
り
ま
す
。

⓶
八
月
七
日
、
草
津
町
東
殿
塚
区
の
皆
様

が
親
子
坐
禅
に
来
ら
れ
ま
し
た
。
坐
禅
は

全
く
初
め
て
と
の
事
で
し
た
が
、
簡
単
な

説
明
の
後
、
二
〇
分
の
坐
禅
を
体
験
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

③
八
月
十
四
日
、
大
施
食
会
の
法
要
が
厳

修
さ
れ
ま
し
た
。
法
要
前
に
ヴ
ァ
イ
オ
リ

ニ
ス
ト
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
を
お
呼
び
し
て
コ

ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ク
ラ
シ
ッ

ク
や
日
本
の
名
曲
を
披
露
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

④
今
年
の
大
施
食
会
の
法
要
は
年
回
に
正

当
す
る
約
二
百
名
の
檀
信
徒
の
皆
様
に
お

集
ま
り
い
た
だ
き
、
お
焼
香
し
て
頂
き
ま

し
た
。

➄
一
〇
月
一
日

雲
林
寺
本
堂
で
西
吾
妻

ふ
る
さ
と
講
座
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
二
班

に
分
か
れ
、
坐
禅
、
写
経
を
学
ん
で
い
た

だ
き
ま
し
た
。
写
真
は
開
校
式
の
様
子
で

す
。

⑥
一
〇
月
二
日
は
忠
霊
塔
供
養
で
し
た
。

忠
霊
塔
は
昭
和
十
九
年
八
月
、
雲
林
寺
境

内
に
建
立
さ
れ
第
二
次
世
界
大
戦
の
戦
没

者
の
お
骨
を
安
置
し
て
お
り
ま
す
。
遺
族

の
方
が
集
ま
り
、
お
焼
香
し
て
頂
き
ま
し

た
。

主
な
催
し
の
ご
案
内
（
後
期
）

講
員
さ
ん
募
集
中

雲
林
寺
で
は
毎
月
２
回
２
時
間
程
度
ご
詠
歌
（
梅
花
流
）
の
会
が
ご
ざ
い
ま
す
。

参
加
費
無
料
。
ご
詠
歌
は
、
ご
供
養
の
気
持
ち
を
心
温
ま
る
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
の
せ
て

歌
い
ま
す
。
初
め
て
の
方
で
も
是
非
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

第
五
八
回
梅
花
流
群
馬
県
大
会
が
藤
岡
市
み
か
ぼ
み
ら
い
館
を

会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

開
校
式
に
あ
た
り
瑩
山
禅
師
の
弟
子
で
あ
り
曹
洞
宗
の
発
展
の

基
礎
を
築
か
れ
た
大
本
山
總
持
寺
二
祖
峨
山
禅
師
六
五
〇
回
大
遠

忌
法
要
の
御
正
当
に
あ
た
り
峨
山
様
の
ご
遺
徳
を
お
偲
び
致
し
ま

し
た
。

ま
た
本
年
は
上
野
村
御
巣
鷹
山
に
日
航
機
が
墜
落
し
た
事
故
の

三
〇
年
の
節
目
と
な
る
年
で
も
あ
り
ま
す
。
開
校
式
に
併
せ
追
善

供
養
御
和
讃
を
お
唱
え
し
ご
冥
福
を
お
祈
り
致
し
ま
し
た
。

登
壇
奉
詠
で
は
常
林
寺
様
、
無
量
院
様
、
雲
林
寺
の
三
ヶ
寺
を

代
表
し
て
詠
題
司
に
篠
原
禮
子
様
、
詠
頭
司
に
宮
崎
ハ
ナ
様
が
選

ば
れ
ま
し
た
。
お
二
人
の
素
晴
ら
し
い
先
導
に
講
員
の
心
は
ひ
と

つ
と
な
り
、
落
ち
着
い
た
奉
詠
に
感
動
致
し
ま
し
た
。

登
壇
奉
詠
終
了
後
は
清
興
と
し
て
群
馬
県
出
身
の
東
京
芸
術
大

学
卒
業
生
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
た
ユ
ニ
ッ
ト
「
ム
ジ
カ
コ
ン
カ

ロ
ー
ド
」
の
メ
ン
バ
ー
と
共
に
ま
さ
に
「
音
楽
の
果
実
」
が
実
る

時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

轟

美
代
子

梅
花
流
た
よ
り



TEL&FAX　0279-82-2201　〒377-1304群馬県吾妻郡長野原町長野原73　http://unrinji.jiin.com

　　　　（３）第２０号　　　　　　　　　　　　雲林寺報　　　　　　　　　　　平成２８年1月

皆
さ
ま
、
絵
心
経
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？

昔
、
字
の
読
め
な
か
っ
た
庶
民
の
た
め
に
般
若
心
経
の

文
言
を
絵
で
表
現
し
た
の
が
、
こ
の
絵
心
経
で
す
。

元
禄
時
代
（
約
三
〇
〇
年
前
）
岩
手
県
に
住
む
善
八
と
い
う
男
に
よ
っ
て
描

か
れ
た
も
の
が
最
初
で
、
善
男
善
女
、
子
供
達
に
「
般
若
心
経
」
の
教
え
を

広
め
よ
う
と
し
て
、
面
白
く
わ
か
り
や
す
い
絵
に
画
か
れ
た
の
が
始
ま
り

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

。⑤
参
道
の
片
隅
に
、
女
人
講
と
彫
ら
れ
て
い
る
仏
像
が
あ
る

の
で
す
が
、
何
十
年
も
前
か
ら
首
が
取
れ
て
お
り
ま
し
た
。

中
之
条
町
の
齋
木
七
郎
石
材
本
家
、
斉
木
三
男
さ
ん
が
無
償

で
修
復
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

江
戸
時
代
、
雲
林
寺

に
は
女
性
に
よ
る
信
仰

サ
ー
ク
ル
（
女
人
講
）

が
あ
り
、
日
常
生
活
の

情
報
を
交
換
す
る
場
が

あ
っ
た
よ
う
で
す
。

総
代
で
あ
る
櫻
井
芳
樹
様
の
御
好
意
に
よ
り
本

堂
の
天
蓋(

て
ん
が
い)

を
修
復
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。こ

の
天
蓋
は
、
昭
和
二
十
六
年
九
月
に
櫻
井
武

様
（
芳
樹
様
の
祖
父
）
の
奥
様
の
三
回
忌
の
菩
提

と
し
て
御
寄
進
頂
い
た
も
の
で
す
。
京
都
で
購
入

さ
れ
た
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

昨
年
七
月
よ
り
五
ヶ
月
間
、
修
復
の
為
天
蓋
が

外
さ
れ
た
ま
ま
で
し
た
が
、
戻
っ
て
き
た
天
蓋
は

一
層
華
や
か
で
美
し
く
、
放
た
れ
る
輝
き
は
み
仏

が
放
た
れ
た
る
お
慈
悲
の
象
徴
と
感
得
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

櫻
井
芳
樹
様
、
御
先
祖
の
皆
様
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

天
蓋
…
古
く
は
イ
ン
ド
に
お
け
る
日
よ
け
（
日
傘
）
が
そ
の
原

型
と
さ
れ
ま
し
た
。
暑
さ
を
さ
け
る
た
め
王
様
や
貴
人
が
使
用

す
る
こ
と
か
ら
、
高
貴
さ
や
豊
か
さ
の
象
徴
で
あ
っ
た
様
で
す
。

の
ち
に
、
そ
れ
が
転
じ
て
、
仏
や
菩
薩
を
守
り
、
美
し
く
厳
か
に

飾
る
た
め
の
道
具
と
な
り
ま
し
た
。

丁寧に組み立てられます

是非皆様ご覧ください

①

②

③
昨年７月解体され、持ち出されました

④

１２月、輝きを増して戻ってきました

え

し
ん

ぎ
ょ
う

ミ
ニ知

識

第
七
回
雲
林
寺
親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
に
参
加
し
て

金
子
宥
巻

平
成
二
七
年
十
月
十
二
日
体
育
の
日
、
第
七
回
雲
林
寺

親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
が
草
津
カ
ン
ト
リ
ー
で
開
催
さ
れ
た
。

昨
年
は
欠
席
し
た
の
で
二
年
ぶ
り
に
参
加
さ
せ
て
頂
く
。

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
は
一
年
に
数
多
く
参
加
し
て
い
る
が
、
老

若
男
女
参
加
す
る
コ
ン
ペ
は
余
り
機
会
が
な
い
。
世
代
交

流
も
で
き
る
意
義
の
あ
る
コ
ン
ペ
だ
と
思
う
。

当
日
は
紺
碧
の
空
の
下
十
月
中
旬
晴
れ
の
特
異
日
そ
の

も
の
で
絶
好
の
ゴ
ル
フ
日
和
と
な
る
。
あ
と
は
ス
コ
ア
次

第
で
あ
る
が
・
・
・
小
生
は
宮
崎
保
近
さ
ん
、
加
部
正
司

さ
ん
、
割
田
三
男
さ
ん
と
ゴ
ル
フ
歴
豊
富
の
シ
ニ
ア
組
に

入
れ
て
頂
き
和
気
藹
々
の
雰
囲
気
の
中
、
楽
し
く
ラ
ウ
ン

ド
が
で
き
、
三
人
の
方
に
感
謝
で
あ
る
。

小
生
も
「
ゴ
ル
フ
バ
カ
」
の
一
人
で
数
十
年
楽
し
ん
で

い
る
が
未
だ
「
飛
ば
ず
、
の
ら
ず
、
入
ら
な
い
」
の
繰
り

返
し
の
ゴ
ル
フ
！
し
か
し
、
テ
ィ
グ
ラ
ン
ド
に
立
っ
た
時

の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
爽
快
さ
は
四
季
を
通
し
て
最
高
の
気

分
と
な
る
。

そ
し
て
今
回
ま
あ
ま
あ
の
ス
コ
ア
で
打
ち
上
げ
と
な
っ

た
が
雲
林
寺
で
の
表
彰
式
で
サ
プ
ラ
イ
ズ
！
な
ん
と
優
勝

と
は
！
晴
天
の
今
日
で
あ
っ
た
が
小
生
に
と
っ
て
は
青
天

の
霹
靂
で
あ
っ
た
。
ダ
ブ
ル
ペ
リ
ア
方
式
が
味
方
し
た
と

は
い
え
、
ミ
ラ
ク
ル
至
福
の
一
日
と
な
っ
た
。

毎
年
企
画
、
運
営
頂
く
雲
林
寺
の
皆
様
に
深
謝
申
し
上

げ
こ
の
意
義
の
あ
る
親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
が
益
々
賑
や
か

に
末
永
く
開
催
さ
れ
ま
す
よ
う
祈
念
致
し
ま
す
。
御
世
話



　

　

　

TEL&FAX　0279-82-2201　〒377-1304群馬県吾妻郡長野原町長野原73 http://unrinji.jiin.com

（４）第20号　　　　　　　　　　　　雲林寺報　　　　　　　　　　　平成２8年１月

平
成
二
十
八
年

年
回
正
當
の
お
知
ら
せ

御
名
前
は
施
主
名
に
な
り
ま
す
。
年
回
例
⑦
…
七
回
忌

（
長
野
原
地
区
）

長
谷
川
誠
様
①
㊿
宮
崎
透
様
㉗
秋
元
充
様
㉗
浅
沼
克
行
様
㉗

阿
藤
啓
二
様
㉕
石
坂
テ
ル
子
様
㉓
岩
木
夏
雄
様
㉗
加
部
美
次

様
①
㉕
㉗
小
池
正
太
郎
様
㉗
小
林
秀
喜
様
㉗
酒
井
和
信
様
①

坂
井
義
隆
様
③
櫻
井
正
宏
様
③
佐
藤
修
二
郎
様
㊿
佐
藤
孝
幸

様
①
㉓
佐
藤
強
様
㉕
佐
藤
照
夫
様
①
佐
藤
晴
美
様
㉝
㉝
佐
藤

正
美
様
㉝
佐
藤
孝
子
①
篠
原
浩
次
様
①
篠
原
十
三
男
様
㉓
篠

原
孝
子
様
⑬
篠
原
博
史
様
⑦
㉝
芝
田
正
雄
様
㉕
霜
田
芳
之
様

⑬
竹
渕
勇
様
⑦
竹
渕
由
紀
子
様
㉗
土
田
稲
栄
様
㉗
寺
沢
都
紀

夫
様
①
永
井
勉
様
⑦
野
口
光
様
㉗
野
口
進
様
㉗
橋
詰
澄
夫
様

⑬
㉗
宮
崎
恵
美
子
様
①
㉝
宮
崎
広
保
様
㉕
㊿
宮
崎
雅
夫
様
㊿

宮
崎
保
近
様
㊿
森
本
勤
様
㊿
山
口
茂
様
㉝
山
口
喜
正
様
⑬
山

崎
ハ
ル
ノ
様
㉕
山
田
秀
実
様
⑰
湯
本
和
明
様
①
横
田
義
雄
様

⑬
⑰
吉
崎
徳
蔵
様
㉝
吉
田
好
治
様
①
市
村
と
み
様
①

（
大
津
地
区
）

浅
見
金
一
郎
様
㉗
浅
見
章
様
⑰
㉗
浅
見
稔
様
③
一
場
榮
様
⑬

㉕
市
村
明
様
㉓
市
村
雄
平
様
⑦
市
村
由
紀
夫
様
①
伊
藤
敏
英

①
萩
原
正
治
様
⑦
唐
澤
邦
武
様
③
㉗
黒
岩
義
治
様
③
③
黒
岩

清
様
㉓
黒
岩
今
朝
松
様
㉗
黒
岩
健
一
郎
様
㉕
黒
岩
輝
雄
様
③

㉝
黒
岩
許
昭
様
③
㉗
㊿
小
林
清
様
㉕
㉕
小
林
紀
次
様
⑰
小
山

民
雄
様
①
小
山
松
造
様
⑰
小
山
充
様
⑰
塩
野
英
介
様
③
⑬
嶋

村
勝
治
様
⑬
嶋
村
武
夫
様
㊿
㊿
嶋
村
照
男
様
㉕
嶋
村
直
樹
様

㉗
嶋
村
光
治
様
⑦
島
村
義
雄
様
㉗
清
水
洋
介
様
③
高
橋
し
ず

子
様
⑦
冨
澤
ウ
メ
ノ
様
㉝
富
沢
哲
夫
様
㉝
冨
澤
冨
美
夫
様
⑰

㊿
冨
澤
正
男
様
①
長
岡
豊
㉗
中
澤
孝
夫
㉝
野
口
邦
美
様
⑬
丸

山
忠
司
様
㉝
山
口
一
浩
様
③
山
口
利
治
様
⑰
湯
本
完
司
様
③

湯
本
健
一
様
㉓
㉓
㉝
湯
本
茂
様
（
洞
口
）
⑬
湯
本
茂
様
㉕
湯
本

一
様
⑬
湯
本
満
様
㉓
㉗
吉
澤
進
様
③

（
林
地
区
）

市
村
勝
美
様
①
市
村
敬
司
様
①
市
村
文
男
様
㉓
市
村
隆
宏
様

⑰
小
林
伊
久
男
㊿
小
林
貞
一
様
⑦
小
林
茂
一
様
㉗
小
林
柳
一

様
㉝
篠
原
榮
子
様
㊿
篠
原
克
己
様
⑬
篠
原
か
よ
子
様
①
㉓
篠

原
幸
四
郎
様
③
⑰
篠
原
次
夫
様
⑬
篠
原
信
夫
様
⑦
篠
原
延
行

様
①
㉕
篠
原
久
之
様
③
㉓
篠
原
正
明
様
③
⑰
㉝
篠
原
ミ
キ
ヱ

様
③
③
篠
原
好
雄
様
⑬
⑬
長
橋
勝
美
様
㉕
星
河
す
み
江
様
㉕

星
河
博
様
⑦

（
与
喜
屋

横
壁
地
区
）

浅
見
健
二
様
③
㉝
唐
澤
博
様
①
⑦
小
林
喜
久
男
様
㉕
篠
原
憲

太
郎
様
⑬
㉗
丸
橋
行
雄
様
㉓
宮
崎
敏
夫
様
③
湯
本
得
一
様
③

一
ノ
宮
か
す
み
様
①
金
子
茂
雄
様
⑦
豊
田
銀
五
郎
様
㊿

（
北
軽
井
沢
地
区
）

井
上
和
彦
様
③
青
木
菊
正
様
㉓
青
木
操
様
⑦
新
井
浩
司
様
㉕

池
上
義
雄
様
⑬
石
井
二
郎
様
㉗
石
井
敏
様
⑰
㉕
石
井
虎
男
様

③
石
田
秀
雄
様
⑦
石
田
実
様
㉓
井
上
け
さ
子
様
㉗
大
田
正
夫

様
㉕
大
谷
隆
様
①
大
森
一
年
様
㉗
荻
野
和
男
様
①
狩
野
邦
夫

様
⑦
⑰
川
嶋
仁
様
①
神
戸
久
利
様
⑦
北
島
一
浩
様
①
③
小
島

ミ
ツ
エ
様
㉗
小
林
一
雄
様
⑬
下
田
繁
一
様
⑦
須
貝
雅
之
様
⑦

大
澤
雄
二
郎
様
⑬
土
屋
き
ぬ
子
様
⑰
土
屋
満
洲
夫
様
㉓
中
村

嘉
江
様
㉗
西
山
義
夫
様
㉓
㉗
干
川
直
康
様
㉓
星
野
和
義
様
①

細
井
忠
幸
様
⑬
㉗
真
下
誠
様
③
柳
沢
豊
様
⑬
山
田
五
郎
様
①

吉
田
茂
様
⑰
吉
田
昇
様
⑰
伊
藤
千
枝
様
⑬
片
山
瞳
様
③
小
林

晴
美
様
⑦
下
田
公
男
様
⑦

（
羽
根
尾

古
森
地
区
）

唐
沢
登
喜
夫
様
㉗
唐
沢
正
浩
様
⑬
黒
岩
昭
様
③
桜
井
隆
様
⑰

武
井
素
彦
様
③
⑰
㊿
橋
爪
満
男
様
㉕
深
沢
幸
子
様
⑬
山
口
義

秋
様
①
⑦
山
口
幹
雄
様
⑰
湯
本
幸
雄
様
⑦

（
川
原
湯

川
原
畑
）

野
口
美
恵
子
㉗
篠
原
敏
敬
様
⑬
清
水
英
一
様
①
冨
澤
吉
太
郎

様
①
竹
渕
と
み
子
様
③

（
応
桑

嬬
恋
）

井
口
廣
様
③
㉗
小
室
今
朝
雄
様
①
竹
内
文
雄
様
㉗
町
田
健
吉

様
⑦

（
中
之
条
町

東
吾
妻
町

草
津
町
）

有
馬
ち
ず
子
様
⑬
市
村
良
平
様
⑬
唐
澤
悟
志
様
⑦
小
林
陽
様

㉗
篠
原
今
朝
六
様
㊿
関
二
郎
様
①
関
口
幹
夫
様
⑬
野
口
千
鶴

子
様
㉓
野
口
源
次
様
③
野
口
唯
吉
様
㉓
橋
爪
正
治
様
③
山
本

正
男
様
③
湯
本
久
様
㊿
飯
田
ト
シ
江
様
⑦
一
倉
竹
吉
様
⑦
狩

野
悦
子
様
③
黒
岩
和
子
様
①
野
口
祐
太
郎
様
㉓
吉
田
悠
一
様

㉕
安
斎
克
仁
様
③
浦
野
弘
様
③
小
林
貴
様
⑬
干
川
政
彦
様
①

（
群
馬
県
内
）

唐
澤
満
寿
男
様
⑰
野
口
雅
春
様
㊿
畠
中
保
忠
様
①
山
口
勇
様

㉓
山
口
英
子
様
㊿
吉
川
克
三
様
⑬
㉕
佐
藤
広
三
様
㊿
阿
野
幸

子
様
㉓
㉝
野
口
利
司
様
⑰
関
口
幸
治
様
⑦
野
口
公
雄
様
㉓
小

泉
文
子
様
⑰
野
口
克
也
様
⑰
篠
原
孝
雄
様
①

（
群
馬
県
外
）

市
村
菊
男
様
①
小
林
忠
男
様
①
野
口
剛
志
様
㊿
萩
原
勉
様
①

藤
野
戸
泰
文
様
㉕
宮
崎
千
鶴
様
①
⑬
嶋
村
正
勝
様
①
芝
田
守

男
様
⑦
嶋
村
清
様
⑦
清
村
正
子
様
㉓
㉗
萩
原
章
様
㉕
浅
沼
久

哉
様
㉕
市
川
憲
三
様
⑬
市
川
サ
ダ
様
㉓
黒
岩
千
絵
様
③
豊
田

美
明
様
③
中
田
み
つ
子
様
㉕
㉝
野
口
勝
彦
様
⑦
⑰
野
口
達
哉

様
③
加
嶋
次
男
様
③
篠
原
勝
美
様
①
篠
原
洋
二
様
⑦
萩
原
寛

様
⑰
萩
原
寿
美
江
様
③
三
俣
照
子
様
③
大
谷
よ
し
子
様
⑦
⑬

篠
原
勤
様
㉗
大
石
ま
り
子
様
㉕

編
集
後
記

皆
様
は
レ
ン
コ
ン
は
お
好
き
で
し
ょ
う
か
？

私
は
ス
ー
パ
ー
へ
行
く
と
必
ず
手
に
と
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
普
段
何
気
な
く
食
し
て
い
る
レ
ン

コ
ン
が
蓮
の
根
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
は

ず
な
の
に
、
蓮
と
は
全
然
別
の
も
の
の
よ
う
に

思
え
て
し
ま
う
の
は
蓮
が
仏
教
的
な
モ
チ
ー
フ

だ
か
ら
で
し
ょ
う
か
？

蓮
は
泥
水
が
濃
け
れ
ば
濃
い
ほ
ど
、
大
輪
の

花
を
咲
か
せ
、
き
れ
い
な
水
で
は
小
さ
な
花
し

か
咲
か
せ
な
い
よ
う
で
す
。

泥
水
は
私
た
ち
の
い
る
世
界
に
置
き
換
え
る

と
、
つ
ら
い
こ
と
、
悲
し
い
こ
と
、
大
変
な
こ

と
。
そ
れ
を
否
定
す
る
の
で
は
な
く
、
必
要
な

も
の
と
し
て
受
け
止
め
る
こ
と
が
で
き
た
ら
、

心
を
豊
か
に
し
、
仏
の
智
慧
で
も
っ
て
生
き
る

こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

今
年
か
ら
一
歩
、
今
日
か
ら
一
歩
、

今
か
ら
一
歩
。
そ
う
し
て
歩
い
て
行

っ
た
先
に
い
つ
か
き
れ
い
な
蓮
の
花

が
咲
き
ま
す
よ
う
に
。

本
年
も
皆
様
の
ご
多
幸
を
祈
念
致

し
ま
す
。

副
住
職

轟

省
吾

平
成
二
十
八
年

年
回
早
見
表

年
回

死
去
年

一
周
忌

平
成
二
十
七
年

二
〇
一
五
年

三
回
忌

平
成
二
十
六
年

二
〇
一
四
年

七
回
忌

平
成
二
二
年

二
〇
一
〇
年

十
三
回
忌

平
成
十
六
年

二
〇
〇
四
年

十
七
回
忌

平
成
一
二
年

二
〇
〇
〇
年

二
十
三
回
忌

平
成
六
年

一
九
九
四
年

二
十
五
回
忌

平
成
八
年

一
九
九
六
年

二
十
七
回
忌

平
成
二
年

一
九
九
〇
年

三
十
三
回
忌

昭
和
五
十
九
年

一
九
八
四
年

五
〇
回
忌

昭
和
四
十
二
年

一
九
六
七
年


